
   『摂食嚥下ビジュアルリハビリテーション』におきまして，誤りがございました．謹んでお詫
び申し上げますとともに，以下のように訂正いたします．

（2023 年 6 月 9 日，2023 年 11 月 30 日追記）
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図 3-1　リクライニング姿勢の利点

前方に気管，後方に食道があるため，リクライニン
グ姿勢は食物の気管への落下リスクを軽減させる
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訂正箇所 誤 正

p59 表2-3 内
「方法」
1行目

冷水 3mLを口腔前庭に入れ，一口で
嚥下させる

冷水 3mLを口腔底に入れ，一口で嚥
下させる

p204
■事例の経過 内

「5月」
3行目

▪7654 7
67  欠損部に義歯入る ▪7654 7

67  欠損部に義歯入る


